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１
．
は
じ
め
に

太
平
洋
島
嶼
国
は
、
国
土
面
積
、
人
口
と
も
に
小
規
模
な
国
が
多

い
。
し
か
し
、
島
嶼
国
の
管
轄
海
域
は
広
大
で
あ
る
。
太
平
洋
島
嶼

国
十
四
カ
国
が
持
つ
領
海
及
び
排
他
的
経
済
水
域
の
合
計
面
積
は
、

約
一
九
〇
六
万
㎢
（
日
本
は
約
四
四
七
万
㎢
）
と
広
大
で
あ
る
。
こ

の
広
大
な
海
洋
に
は
海
底
資
源
、
漁
業
資
源
が
存
在
し
、
潜
在
的
な

経
済
権
益
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
各
資
源
を
有
効
利
用
す
る
た
め
に

は
、
調
査
、
採
掘
、
採
集
等
に
お
い
て
、
先
進
国
等
に
よ
る
協
力
が

不
可
欠
で
あ
る
。

近
年
、
中
国
は
太
平
洋
島
嶼
国
に
対
し
積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を

行
っ
て
い
る
。
特
に
二
〇
二
二
年
四
月
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
と
海
洋
安

全
保
障
条
約
を
結
び
、
中
国
人
民
解
放
軍
の
駐
留
可
能
な
拠
点
を
確

保
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
ま
た
、
中
国
は
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
の
警
察

に
治
安
管
理
訓
練
を
施
し
、
同
年
十
月
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
の
警
官

三
十
二
人
が
中
国
に
訓
練
等
の
た
め
、
一
か
月
派
遣
さ
れ
て
い
る
。

中
国
に
対
抗
す
る
よ
う
に
、
米
国
は
連
邦
捜
査
局
（
Ｆ
Ｂ
Ｉ
）
の
法

執
行
官
を
指
導
の
た
め
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
に
派
遣
す
る
こ
と
を
表
明
し

た
。
中
国
と
米
国
の
狭
間
に
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
の

ソ
ガ
バ
レ
首
相
は
、
安
全
保
障
面
の
パ
ー
ト
ナ
ー
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
あ
る
と
表
明
し
、
中
国
の
軍
事
拠
点
が
置
か
れ
る
こ
と
は
否
定

し
て
い
る
。
中
国
の
太
平
洋
島
嶼
国
へ
の
進
出
は
、
南
シ
ナ
海
戦
略

の
延
長
で
あ
り
、
ま
た
、
台
湾
侵
攻
と
も
深
い
関
り
を
持
つ
。
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二
〇
一
六
年
、
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
は
、「
自
由
で
開
か
れ

た
イ
ン
ド
太
平
洋
」
を
日
本
政
府
の
外
交
方
針
に
位
置
付
け
、
イ
ン

ド
洋
と
太
平
洋
を
一
体
化
し
、
ア
フ
リ
カ
と
ア
ジ
ア
を
つ
な
ぐ
こ
と

で
、国
際
社
会
の
平
和
と
繁
栄
を
築
く
こ
と
を
目
指
し
た
。
そ
し
て
、

日
本
政
府
は
、
米
国
、
豪
州
、
イ
ン
ド
と
と
も
に
、
日
米
豪
印
戦
略

対
話
（
Ｑ
ｕ
ａ
ｄⅰ

）
を
行
い
外
交
の
柱
と
し
、
ア
ジ
ア
の
み
な
ら
ず

国
際
社
会
の
安
定
を
目
指
し
て
い
る
。
こ
の
構
想
の
重
要
な
位
置
に

太
平
洋
島
嶼
国
が
あ
る
。
日
本
は
、
南
シ
ナ
海
の
よ
う
に
、
中
国
が

こ
の
海
域
に
進
攻
す
る
こ
と
に
よ
り
、
秩
序
が
乱
れ
、
平
和
が
脅
か

さ
れ
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
、
太
平
洋
島
嶼
国
へ
の
支
援
を
重
視

す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
海
域
は
、
日
本
の
重
要
な
シ
ー
レ
ー
ン
で

も
あ
る
か
ら
だ
。

２
．
太
平
洋
島
嶼
国
の
海
洋
安
全
保
障

2
―
１
．
太
平
洋
諸
島
フ
ォ
ー
ラ
ム

南
太
平
洋
の
独
立
国
及
び
自
治
政
府
が
参
加
し
た
地
域
経
済
協
力

の
枠
組
み
と
し
て
、
太
平
洋
諸
島
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｐ
Ｉ
Ｆ
・
太
平
洋

諸
国
会
議
）
が
あ
る
。
こ
の
枠
組
み
は
、一
九
七
一
年
に
域
外
諸
国
、

特
に
旧
宗
主
国
な
ど
先
進
国
や
大
国
に
対
し
、
共
同
行
動
を
と
る
こ

と
に
よ
り
政
治
的
、
経
済
的
に
独
立
し
た
意
思
決
定
を
目
指
し
、
南

太
平
洋
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
設
立
当
初
は
、
諸
国
の

独
立
、
核
実
験
の
非
難
行
動
、
海
洋
環
境
、
漁
業
問
題
が
主
要
な
共

通
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
域
外
国
と
さ
れ
る
米
国
、
英
国
、

フ
ラ
ン
ス
、
日
本
と
の
協
議
が
重
要
視
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
加

盟
国
内
で
の
ク
ー
デ
タ
ー
、
部
族
対
立
な
ど
が
発
生
し
、
域
内
に
お

け
る
安
全
保
障
協
力
が
重
視
さ
れ
、
域
内
の
大
国
で
あ
る
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
中
心
と
し
た
連
携
が
重
要
視
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
二
〇
〇
〇
年
に
太
平
洋
諸
島
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
改
称

さ
れ
た
。
本
部
を
フ
ィ
ジ
ー
の
ス
パ
に
置
い
て
い
る
。
二
〇
二
一
年

時
点
で
は
、
十
六
か
国
と
二
地
域
が
加
盟
し
て
い
る
。

太
平
洋
諸
島
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
国
及
び
地
域
（
二
〇
二
一
年
現

在ⅱ

）
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
、
フ
ィ
ジ
ー
、
サ
モ
ア
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
バ
ヌ
ア
ツ
、
ト
ン
ガ
、

ナ
ウ
ル
、
キ
リ
バ
ス
、
ツ
バ
ル
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
、
マ
ー
シ
ャ

ル
諸
島
、
パ
ラ
オ
、
ク
ッ
ク
諸
島
、
ニ
ウ
エ
、
仏
領
ポ
リ
ネ
シ
ア
、

ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア

（
一
般
的
に
太
平
洋
島
嶼
国
と
呼
ば
れ
る
国
は
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
、
フ
ィ
ジ
ー
、
サ
モ
ア
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
バ
ヌ
ア
ツ
、
ト
ン
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ガ
、
ナ
ウ
ル
、
キ
リ
バ
ス
、
ツ
バ
ル
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
、
マ
ー

シ
ャ
ル
諸
島
、
パ
ラ
オ
、
ク
ッ
ク
諸
島
、
ニ
ウ
エ
の
十
四
カ
国
で
あ

る
。
仏
領
ポ
リ
ネ
シ
ア
と
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
は
、
独
立
国
と
な
っ

て
い
な
い
た
め
非
参
加
）

Ｐ
Ｉ
Ｆ
は
、
共
同
し
て
援
助
要
請
等
に
関
し
域
外
国
と
対
話
を
進

め
て
い
る
。
二
〇
二
一
年
ま
で
に
、対
話
を
行
っ
た
域
外
国
（
地
域
）

は
、
日
本
、
米
国
、
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
カ
ナ
ダ
、
中
国
、
韓
国
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
Ｅ
Ｕ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、

タ
イ
、
イ
タ
リ
ア
、
キ
ュ
ー
バ
、
ス
ペ
イ
ン
、
ト
ル
コ
、
ド
イ
ツ
で

あ
る
。
こ
の
内
、
中
国
は
、
一
九
九
〇
年
に
対
話
を
開
始
し
、
極
め

て
積
極
的
に
Ｐ
Ｉ
Ｆ
加
盟
国
に
接
近
し
て
い
る
。
特
に
Ｐ
Ｉ
Ｆ
加
盟

国
の
中
に
台
湾
（
中
華
民
国
）
と
の
国
交
を
持
つ
国
が
多
い
こ
と
も

あ
り
、
中
国
は
Ｐ
Ｉ
Ｆ
の
枠
組
み
を
超
え
、
直
接
各
国
と
の
関
係
を

強
化
し
て
い
っ
た
。
二
〇
〇
六
年
に
は
、
当
時
、
外
交
関
係
に
あ
っ

た
島
嶼
国
と
の
間
で
、「
中
国
・
太
平
洋
諸
国
経
済
発
展
協
力
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
、
投
資
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
協
力
、
企
業
進
出
な

ど
を
進
め
る
姿
勢
を
見
せ
た
。

2
―
2
．
中
国
の
「
一
帯
一
路
」
構
想
と
島
嶼
国
へ
の
接
近

中
国
は
、
二
〇
一
三
年
に
「
一
帯
一
路
」
構
想
を
打
ち
出
し
て
か

外務省資料



137　　　太平洋島嶼国の安全保障と日本の役割 　136

ら
、
太
平
洋
島
嶼
国
へ
の
接
近
を
加
速
し
て
い
る
。
二
〇
一
四
年

十
一
月
、
習
近
平
国
家
主
席
は
、
フ
ィ
ジ
ー
を
訪
問
し
、
フ
ィ
ジ
ー

を
始
め
と
し
た
外
交
関
係
の
あ
る
八
カ
国
の
太
平
洋
島
嶼
国
（
フ
ィ

ジ
ー
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
バ
ヌ
ア
ツ
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
、

サ
モ
ア
、
ト
ン
ガ
、
ク
ッ
ク
諸
島
、
ニ
ウ
エ
）
の
首
脳
ら
と
会
談
し
、

「
一
帯
一
路
」
構
想
へ
の
参
加
を
求
め
て
い
る
。
こ
の
会
談
の
翌
年

（
二
〇
一
五
年
）
に
中
国
国
家
発
展
改
革
委
員
会
、
外
交
部
と
商
務

部
が
共
同
で
発
表
し
た
構
想
で
は
、
中
国
沿
岸
か
ら
南
シ
ナ
海
を
経

由
し
南
太
平
洋
へ
通
じ
る
ル
ー
ト
が
、「
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」
と

し
て
、
そ
の
重
点
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

二
〇
一
七
年
十
月
に
開
催
さ
れ
た
中
国
共
産
党
第
十
九
回
全
国
代

表
大
会
に
お
い
て
、「
一
帯
一
路
」
構
想
が
中
国
共
産
党
規
約
に
明

記
さ
れ
、
一
帯
一
路
を
推
し
進
め
る
こ
と
が
中
国
の
国
是
と
な
り
、

失
敗
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
推
進
体
制
を
と
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ア
ジ
ア
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ま
で
、
中
国
を
中
心
と
し
て
、
ユ
ー
ラ

シ
ア
大
陸
を
一
体
化
す
る
大
経
済
圏
を
構
成
す
る
た
め
に
は
、
太
平

洋
に
お
い
て
広
大
な
管
轄
海
域
を
有
す
る
太
平
洋
島
嶼
国
の
協
力
を

得
る
こ
と
が
重
要
と
認
識
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、Ｐ
Ｉ
Ｆ
は
、

一
体
化
し
て
域
外
国
と
の
交
渉
を
望
む
が
、
Ｐ
Ｉ
Ｆ
参
加
国
の
中
に

は
、
台
湾
と
の
外
交
関
係
を
持
つ
国
が
存
在
す
る
た
め
、
Ｐ
Ｉ
Ｆ
の

表１．太平洋島嶼国の概要

国　名 独立年 国土面積
（km2）

人口
（万人） 旧宗主国

パラオ共和国 1994 488 1.8 米国
ミクロネシア連邦 1986 700 11.5 米国
マーシャル諸島共和国 1986 180 5.9 米国
ナウル共和国 1968 21 1.1 豪州
キリバス共和国 1979 730 11.9 英国
パプアニューギニア独立国 1975 460,000 894.7 豪州
ソロモン諸島 1978 28,900 68.7 英国
バヌアツ共和国 1980 12,190 30.7 英仏共同統治
フィジー共和国 1970 18,270 89.6 英国
ツバル 1978 26 1.2 英国
トンガ王国 1970 720 10. ６ 英保護領
サモア独立国 1962 2,830 198.4 ニュージーランド
ニウエ 1974 259 0.19 ニュージーランド
クック諸島 1965 237 1.79 ニュージーランド

2020 年外務省 HP より作成
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枠
組
み
で
安
全
保
障
に
関
す
る
協
力
の
協
議
を
進
め
る
こ
と
は
難
し

い
。
そ
こ
で
、
各
国
と
個
別
に
対
応
す
る
道
を
選
択
し
た
よ
う
だ
。

二
〇
二
一
年
末
時
点
に
お
い
て
、
中
華
民
国
（
台
湾
）
を
国
家
と

し
て
承
認
し
外
国
関
係
を
持
つ
国
連
加
盟
国
は
十
三
か
国
で
あ
る

が
、
そ
の
内
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
、
ナ
ウ
ル
、
パ
ラ
オ
、
ツ
バ
ル
の

四
か
国
は
、
Ｐ
Ｉ
Ｆ
参
加
国
で
あ
る
。
キ
リ
バ
ス
は
、
二
〇
一
九
年

に
台
湾
と
断
交
し
中
国
と
国
交
を
樹
立
し
、
中
国
寄
り
の
外
交
を
展

開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
。
二
〇
二
二
年
七
月
に
は
、
キ
リ

バ
ス
は
Ｐ
Ｉ
Ｆ
を
脱
退
す
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
。
こ
の
表
明
の

背
景
に
は
、
中
国
に
よ
る
Ｐ
Ｉ
Ｆ
の
取
り
崩
し
の
思
惑
が
あ
る
と
憶

測
さ
れ
て
い
る
。
中
国
の
キ
リ
バ
ス
の
懐
柔
に
は
、
象
徴
的
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
あ
る
。
台
湾
政
府
関
係
者
に
よ
る
と
「
キ
リ
バ
ス
は
台
湾

の
民
間
航
空
機
を
購
入
し
た
い
と
の
希
望
を
持
ち
、
そ
の
費
用
を
台

湾
に
贈
与
を
求
め
た
。
し
か
し
、
台
湾
側
は
、
民
間
ロ
ー
ン
を
提
案

し
た
。
時
期
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
中
国
は
、
複
数
の
航
空
機
や
船
舶

の
贈
与
を
約
束
し
た
」
と
い
う
。
中
国
の
習
近
平
政
権
は
、「
金
銭

や
政
治
的
圧
力
で
、台
湾
の
国
際
社
会
で
の
立
場
を
抑
圧
し
て
い
る
」

と
、
台
湾
の
蔡
英
文
総
統
は
非
難
し
て
い
る
。

中
国
の
太
平
洋
島
嶼
国
へ
の
経
済
支
援
は
、
急
速
に
拡
大
し
て

い
る
。
二
〇
〇
五
年
に
は
島
嶼
国
の
合
計
で
四
〇
〇
万
ド
ル
程

度
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
六
年
か
ら
二
〇
一
五
年
の
十
年
間
で
、

一
七
億
八
〇
〇
〇
万
ド
ル
に
ま
で
膨
ら
ん
で
い
る
。
中
国
か
ら
イ
ン

フ
ラ
向
け
ロ
ー
ン
の
支
援
を
受
け
た
国
々
は
、
債
務
放
棄
を
期
待
し

な
が
ら
、
中
国
と
深
く
関
わ
っ
た
経
済
政
策
を
と
る
よ
う
に
な
る
。

中
国
の
懐
柔
の
重
点
目
標
に
な
っ
た
の
は
、
島
嶼
国
の
中
で
人
口

の
多
く
（
約
五
十
万
人
）、
ニ
ッ
ケ
ル
等
の
鉱
物
資
源
や
木
材
を
有

す
る
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
で
あ
る
。
二
〇
一
九
年
六
月
に
経
済
協
力
視

察
団
を
派
遣
し
、
同
年
九
月
に
外
交
関
係
を
樹
立
し
た
。
さ
ら
に
、

二
〇
二
二
年
四
月
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
は
、
中
国
と
の
間
で
安
全
保
障

協
定
を
結
ん
だ
。
こ
の
安
全
保
障
協
定
で
は
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
の
治

安
維
持
の
た
め
中
国
軍
が
駐
留
す
る
こ
と
が
可
能
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
直
後
の
二
〇
二
二
年
五
月
、
中
国
の
王
毅
外
相
は
、
ソ
ロ
モ
ン

諸
島
、
キ
リ
バ
ス
、
サ
モ
ア
、
フ
ィ
ジ
ー
、
ト
ン
ガ
、
バ
ヌ
ア
ツ
、

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、東
チ
モ
ー
ル
の
八
か
国
を
訪
問
し
て
い
る
。

経
済
的
支
援
と
と
も
に
、
軍
お
よ
び
警
察
機
構
等
の
安
全
保
障
協
力

の
準
備
を
進
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
既
に
ト
ン
ガ
、フ
ィ
ジ
ー
、

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
等
は
、
中
国
と
の
間
で
安
全
保
障
に
関
す
る

協
定
を
結
ん
で
い
る
。

太
平
洋
島
嶼
国
の
安
全
保
障
体
制
は
脆
弱
で
あ
る
。
太
平
洋
島
嶼

国
に
お
い
て
自
国
の
軍
隊
を
持
つ
の
は
、パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア（
約
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四
千
九
百
名
）、フ
ィ
ジ
ー
（
約
三
千
五
百
名
）、ト
ン
ガ
（
約
五
百
人
）

の
三
カ
国
の
み
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
小
規
模
の
軍
事
機
関
だ
。
パ
ラ

オ
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
の
三
カ
国
は
、
米
国
と
の

自
由
連
合
盟
約
に
よ
り
、
米
国
が
国
防
及
び
安
全
保
障
に
関
す
る
責

任
を
負
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
自
由
連
合
盟
約
と
は
、
米
国
が
前

記
三
カ
国
と
結
ん
で
い
る
盟
約
で
あ
り
、
国
家
と
し
て
の
独
立
を
承

認
し
、
経
済
援
助
を
与
え
る
が
、
軍
事
、
外
交
等
に
関
す
る
安
全
保

障
は
、
米
国
が
統
括
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

ク
ッ
ク
諸
島
、
ニ
ウ
エ
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
自
由
連
合
を

結
び
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
が
国
防
を
担
っ
て
い
る
。
サ
モ
ア
は
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
の
間
で
、
有
事
の
際
に
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
が
支
援
す
る
条
約
を
結
ん
で
い
る
。

３
．
中
国
の
太
平
洋
島
嶼
国
進
出

３
―
1
．
中
国
の
太
平
洋
島
嶼
国
戦
略

中
国
の
安
全
保
障
に
と
っ
て
太
平
洋
島
嶼
国
は
、
以
下
の
三
つ
の

点
に
お
い
て
持
つ
重
要
な
意
味
を
持
つ
。

一
点
目
は
、
中
国
進
め
る
「
一
帯
一
路
」
構
想
に
お
け
る
「
海
の

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」
と
し
て
の
重
要
な
海
域
で
あ
る
。

二
点
目
は
、
中
国
の
支
配
海
域
と
す
る
「
海
洋
領
土
」
の
境
界
線

と
し
て
目
指
す
「
第
二
列
島
線
」
に
位
置
す
る
。

三
点
目
は
、
日
・
米
・
豪
・
印
が
進
め
る
「
イ
ン
ド
・
パ
シ
フ
ィ

ッ
ク
戦
略
」
を
寸
断
す
る
拠
点
と
な
り
得
る
。

こ
の
三
点
は
、
習
近
平
政
権
の
目
指
す
「
中
国
の
夢
」
を
実
現
す

る
た
め
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
二
〇
一
二
年
、
習
近
平
は
、
中
国

共
産
党
中
央
委
員
会
総
書
記
に
選
出
さ
れ
た
後
、「
中
華
民
族
の
偉

大
な
る
復
興
」
を
実
現
す
る
こ
と
が
中
華
民
族
の
期
待
で
あ
る
と
発

言
し
て
い
る
。
ま
た
、二
〇
一
三
年
に
国
家
主
席
に
選
出
さ
れ
た
後
、

社
会
主
義
現
代
化
国
家
の
完
成
と
い
う
目
標
の
達
成
、
中
華
民
族
の

偉
大
な
復
興
と
い
う
夢
の
実
現
は
、
国
家
の
富
強
、
民
族
の
復
興
、

人
民
の
幸
せ
を
実
現
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、

二
〇
二
一
年
、
辛
亥
革
命
百
十
周
年
記
念
大
会
で
は
、「
社
会
主
義

現
代
化
国
家
の
全
面
的
建
設
」
を
う
た
い
歴
史
の
主
導
権
を
把
握
す

る
と
述
べ
た
。
習
近
平
率
い
る
中
華
人
民
共
和
国
の
目
標
は
、
現
代

世
界
の
主
導
権
を
掌
握
し
、
世
界
史
に
名
を
遺
す
存
在
と
な
る
こ
と

で
あ
る
と
解
釈
で
き
る
。
ま
ず
は
、
経
済
的
な
影
響
力
を
保
持
す
る

た
め
に
、「
一
帯
一
路
」
構
想
の
具
現
化
が
必
要
と
な
る
。
並
行
し
、

米
国
に
対
抗
し
得
る
軍
事
力
を
持
ち
、
陸
路
、
海
路
と
も
に
主
導
権

を
握
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
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3
―
2
．
第
一
列
島
線
、
第
二
列
島
線
構
想
に
よ
る
軍
事
的
拡
大

一
九
八
二
年
、
鄧
小
平
の
指
導
の
下
、
中
国
人
民
解
放
軍
海
軍
司

令
員
で
あ
る
劉
華
清
が
作
成
し
た
中
国
人
民
解
放
軍
近
代
化
計
画

で
は
、
米
国
と
の
軍
事
上
の
境
界
線
の
目
標
と
し
て
、「
第
一
列
島

線
」、「
第
二
列
島
線
」
が
提
唱
さ
れ
た
。
第
一
列
島
線
は
、
日
本
の

南
西
諸
島
か
ら
台
湾
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
経
て
南
シ
ナ
海
を
包
み
込
む
線

で
あ
り
、
東
シ
ナ
海
、
南
シ
ナ
海
を
掌
中
に
収
め
る
こ
と
を
目
指
す
。

二
〇
一
〇
年
を
完
成
目
標
年
次
に
し
て
い
た
。
第
二
列
島
線
は
、
伊

豆
諸
島
、
小
笠
原
諸
島
か
ら
グ
ア
ム
、
サ
イ
パ
ン
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
に
至
る
線
で
、
東
シ
ナ
海
お
よ
び
南
シ
ナ
海
の
み
な
ら
ず
、

東
ア
ジ
ア
の
海
域
を
ほ
ぼ
域
内
に
入
れ
、
二
〇
二
〇
年
を
完
成
目
標

年
次
と
し
て
い
た
。
中
国
当
局
は
、
第
二
列
島
線
が
完
成
す
る
こ
と

に
よ
り
、
ア
ジ
ア
海
域
に
お
い
て
米
国
と
軍
事
的
な
均
衡
が
取
る
こ

と
が
で
き
る
と
想
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、
第
一
列
島
線
、
第
二
列

島
線
と
も
に
、
未
だ
実
現
に
至
っ
て
い
な
い
。

ま
た
、
二
〇
〇
五
年
中
国
海
軍
は
、
鄭
和
の
南
海
大
遠
征
六
百
年

を
記
念
し
て
、
五
百
カ
イ
リ
制
海
圏
構
想
を
発
表
し
て
い
る
。
中
国

は
、
島
々
に
拠
点
を
置
き
、
そ
の
拠
点
を
連
続
し
て
行
く
こ
と
に
よ

り
、
海
域
を
軍
事
力
で
囲
い
込
む
よ
う
に
し
て
制
海
権
を
確
保
し
、

自
国
の
権
益
の
拡
大
を
目
指
し
て
い
る
。

図１．第一列島線・第二列島線と太平洋島嶼国　　産経新聞社作成
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米
国
は
、
中
国
の
海
洋
に
お
け
る
軍
事
膨
張
を
阻
止
す
る
た
め

に
、
南
シ
ナ
海
に
お
い
て
「
航
行
の
自
由
作
戦
」（
Ｆ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｐ
・

Freedom
 of N

avigation O
peration

）
を
実
施
し
、
ア
ジ
ア
に

お
け
る
自
由
貿
易
の
確
保
と
安
定
を
守
る
た
め
に
米
軍
が
行
動
で
き

る
エ
リ
ア
を
確
保
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
る
。

3
―
3
．
中
国
の
非
軍
事
的
戦
略

中
国
に
よ
る
太
平
洋
島
嶼
国
へ
の
開
発
援
助
は
、
急
速
に
拡
大
し

て
い
る
。
二
〇
〇
九
年
の
太
平
洋
島
嶼
国
向
け
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ

Ｄ
Ａ
）
は
、
一
位
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
約
七
億
ド
ル
、
二
位
は
米

国
で
二
億
一
五
〇
〇
万
ド
ル
、
三
位
は
日
本
の
一
億
二
九
〇
〇
万

ド
ル
で
あ
っ
た
。
当
時
、
中
国
は
六
三
〇
〇
万
ド
ル
と
日
本
の
半

分
ほ
ど
の
規
模
で
行
わ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

二
〇
一
二
年
に
は
、
一
億
二
六
〇
〇
万
ド
ル
に
倍
増
し
て
い
る
。
こ

の
三
年
間
、
中
国
は
、
尖
閣
諸
島
へ
の
侵
出
を
加
速
し
、
日
本
に
対

し
実
力
行
使
を
伴
う
圧
力
を
か
け
て
い
た
。
二
〇
一
〇
年
に
は
、
漁

船
に
よ
る
海
上
保
安
庁
巡
視
船
へ
の
体
当
た
り
事
件
、
二
〇
一
二
年

に
は
尖
閣
諸
島
・
魚
釣
島
に
活
動
家
が
侵
入
す
る
事
件
が
起
き
た
。

日
本
へ
の
実
力
行
使
と
時
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
、
太
平
洋
島
嶼
国

に
対
し
援
助
外
交
を
始
め
て
い
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
一
六
年
に
は
、

二
億
八
七
〇
〇
万
ド
ル
の
支
援
を
打
ち
出
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に

次
い
で
二
番
目
の
支
援
国
と
な
っ
た
。
大
規
模
な
イ
ン
フ
ラ
投
資
、

低
金
利
に
よ
る
融
資
を
使
い
、
支
援
国
の
財
政
・
経
済
を
支
配
す
る

こ
と
が
中
国
の
常
と
う
手
段
で
あ
る
。
二
〇
一
七
年
、
ス
リ
ラ
ン
カ

は
、
中
国
か
ら
の
借
り
た
ハ
ン
バ
ン
ト
タ
港
の
開
発
費
の
返
済
が
滞

っ
た
。
そ
の
た
め
、
ハ
ン
バ
ン
ト
タ
港
は
、
九
十
九
年
間
に
わ
た
り

中
国
国
有
企
業
に
リ
ー
ス
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
債
務
の
罠
」

と
言
わ
れ
る
も
の
で
、
中
国
は
ス
リ
ラ
ン
カ
の
港
を
乗
っ
取
っ
た
形

に
な
っ
て
い
る
。
同
様
な
こ
と
が
、
太
平
洋
島
嶼
国
に
お
い
て
も
起

こ
ら
な
い
よ
う
に
、
国
際
的
な
監
視
が
必
要
で
あ
る
。

中
国
は
、
貿
易
に
お
い
て
も
旧
宗
主
国
を
抑
え
、
活
発
に
動
い
て

い
る
。
外
交
関
係
を
持
つ
国
々
と
は
、
密
接
な
経
済
交
流
が
行
わ
れ

て
い
る
。
特
に
鉱
物
資
源
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
が
期
待
で
き
る
パ
プ

ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
や
フ
ィ
ジ
ー
に
対
し
、
積
極
的
な
戦
略
を
打
ち
立

て
て
い
る
。
ま
た
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
の
貿
易
は
、
中
国
依
存
に
傾
倒

す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
注
意
を
要
す
る
だ
ろ
う
。

中
国
は
、
ま
ず
中
国
に
起
源
を
も
つ
人
々
を
現
地
に
派
遣
し
、
貿

易
、
支
援
体
制
を
確
立
し
、
経
済
的
、
制
度
的
に
中
国
と
の
親
密
な

関
係
を
作
っ
た
上
で
、
安
全
保
障
や
政
治
的
な
影
響
力
を
増
大
さ
せ

る
戦
略
を
取
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
活
動
は
、知
識
層
の
み
な
ら
ず
、
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技
術
者
、
労
働
者
に
至
る
ま
で
、
幅
広
く
行
わ
れ
て
い
る
。

４
．
米
国
の
太
平
洋
島
嶼
国
支
援

4
―
1
．
自
然
災
害
へ
の
対
応

二
〇
二
二
年
一
月
十
五
日
に
、
ト
ン
ガ
近
海
の
海
底
に
あ
る
フ
ン

ガ
・
ト
ン
ガ
＝
フ
ン
ガ
・
ハ
ア
パ
イ
火
山
が
大
規
模
な
噴
火
を
起
こ

し
、
ト
ン
ガ
を
始
め
と
し
た
南
太
平
洋
島
嶼
国
に
脅
威
を
与
え
た
。

こ
の
噴
火
の
規
模
は
大
き
く
、
ト
ン
ガ
で
は
、
最
大
二
十
ｍ
の
潮

位
変
動
が
あ
り
、
太
平
洋
津
波
警
報
セ
ン
タ
ー
は
ト
ン
ガ
の
津
波
を

八
十
㎝
と
し
た
。
首
都
ヌ
ア
ク
ロ
フ
ァ
の
あ
る
ト
ン
ガ
タ
ブ
島
に
も

津
波
が
押
し
寄
せ
、
都
市
部
に
海
水
が
流
入
し
た
。
ま
た
、
火
山
灰

が
降
り
、
飲
料
水
の
汚
染
を
も
た
ら
す
な
ど
の
被
害
が
出
て
い
る
。

こ
の
災
害
に
対
し
、
米
国
は
、
海
軍
の
駆
逐
艦
「
サ
ン
プ
ソ
ン
」
を

派
遣
し
、
救
援
活
動
に
あ
た
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
英
国
、
日
本
な
ど
の
国
も
災
害
支
援
活
動
に

参
加
し
た
。
中
国
も
飲
料
水
と
食
料
を
供
給
し
て
い
る
。

太
平
洋
島
嶼
国
は
海
洋
観
測
機
能
が
弱
く
、
先
進
国
の
知
見
及
び

技
術
の
支
援
を
求
め
て
い
る
。
津
波
予
測
や
低
気
圧
に
よ
る
海
面
上

昇
な
ど
の
予
測
は
、
国
民
生
活
の
安
全
各
所
の
た
め
必
要
不
可
欠
で

あ
る
。
さ
ら
に
島
嶼
国
に
お
け
る
海
面
上
昇
の
問
題
は
、
国
土
を
失

う
可
能
性
が
高
く
切
実
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
ツ
バ
ル
は
、
常
に

水
没
の
危
機
に
怯
え
て
い
る
。
同
国
は
、
九
つ
の
環
礁
か
ら
な
り
、

総
面
積
二
五
・
九
㎢
の
国
土
に
、
約
一
万
一
千
人
が
暮
ら
す
。
首
都

フ
ン
フ
テ
ィ
の
海
抜
の
平
均
は
二
ｍ
で
、
最
高
地
点
で
も
海
抜
四
・

六
ｍ
と
低
い
。
フ
ナ
フ
テ
ィ
に
は
、
国
民
の
約
六
割
が
居
住
し
て
い

る
。
ツ
バ
ル
で
は
、
二
月
、
三
月
頃
の
大
潮
の
日
に
は
海
面
上
昇
に

よ
り
市
街
地
が
浸
水
す
る
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
、
サ
イ
ク
ロ
ン
等
に

襲
わ
れ
た
時
は
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
る
。
二
〇
一
五
年
に
発
生
し

た
サ
イ
ク
ロ
ン
で
は
、
人
口
の
四
割
ほ
ど
の
約
四
千
六
百
人
以
上
が

被
災
し
て
い
る
。
生
活
用
水
の
多
く
を
雨
水
に
依
存
す
る
た
め
、
海

水
の
混
入
に
よ
り
飲
料
水
に
も
支
障
を
き
た
し
た
。
自
然
災
害
の
予

測
、
災
害
対
策
は
、
国
家
に
と
っ
て
最
大
の
課
題
で
あ
り
、
日
本
の

高
度
な
海
洋
、
海
底
調
査
技
術
に
よ
る
情
報
収
集
及
び
情
報
提
供
、

自
然
災
害
対
策
へ
の
協
力
は
、
最
も
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

4
―
2
．
米
国
・
太
平
洋
島
嶼
国
会
議
の
開
催

近
年
、
米
国
は
、
ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
の
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス

ト
の
政
策
の
影
響
も
あ
り
、
太
平
洋
島
嶼
国
へ
の
対
応
に
積
極
性
に

取
り
組
む
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
か
、
キ
リ
バ
ス
、
ソ
ロ
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モ
ン
諸
島
な
ど
、
島
嶼
国
に
対
し
中
国
が
付
け
入
る
隙
を
与
え
て
し

ま
っ
た
感
が
あ
る
。
し
か
し
、
中
国
の
海
洋
侵
出
、
台
湾
侵
攻
が
エ

ス
カ
レ
ー
ト
す
る
中
で
、
米
国
の
太
平
洋
島
嶼
国
へ
の
対
応
も
変
化

し
て
い
る
。
ま
た
、
中
国
の
「
一
帯
一
路
」
構
想
を
け
ん
制
し
、「
自

由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」
を
実
践
す
る
島
嶼
国
政
策
を
実
施

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

米
国
は
、
二
〇
二
二
年
九
月
二
十
八
日
、
二
十
九
日
の
二
日
間
、

ワ
シ
ン
ト
ン
に
お
い
て
米
国
・
太
平
洋
島
嶼
国
首
脳
会
合
を
開
催
し

た
。
参
加
し
た
太
平
洋
島
嶼
国
は
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ

ア
連
邦
、
キ
リ
バ
ス
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
バ
ヌ
ア
ツ
、
サ
モ

ア
、
ト
ン
ガ
、
フ
ィ
ジ
ー
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
、
ナ
ウ
ル
、
パ
ラ
オ
、

ツ
バ
ル
の
十
二
カ
国
で
あ
る
。

こ
の
会
合
に
あ
た
り
、
米
国
の
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
、
米
国
の
太

平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
戦
略
を
発
表
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
以
下

の
と
お
り
で
あ
るⅲ

。

⑴ 

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
に
大
使
館
を
設
置
す
る
。
キ
リ
バ
ス
、
ト
ン
ガ

に
お
い
て
も
大
使
館
の
設
置
に
向
け
て
交
渉
す
る
。

⑵ 

島
嶼
国
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
）、
Ｑ
ｕ
ａ
ｄ

も
連
携
を
支
援
す
る
。

⑶ 

日
英
豪
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
の
枠
組
み
（
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
・

イ
ン
・
ザ
・
ブ
ル
ー
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
）
な
ど
を
通
じ
、
災
害
へ

の
対
応
能
力
の
強
化
を
支
援
す
る
。

⑷ 

違
法
漁
業
対
策
や
海
洋
安
全
保
障
に
向
け
た
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
海
洋
状

況
把
握
）
能
力
の
強
化
を
支
援
す
る
。

⑸ 

日
本
や
豪
州
な
ど
と
協
力
し
、
島
嶼
国
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ

対
策
を
講
じ
、
次
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
備
え
る
。

「
米
国
の
繁
栄
と
安
全
は
、
太
平
洋
地
域
が
自
由
で
開
放
的
で
あ
る

こ
と
に
か
か
っ
て
い
る
」
と
宣
言
し
、
中
国
が
島
嶼
国
へ
の
影
響
力

を
強
化
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、「（
中
国
は
）
地
域
の
、
ひ
い
て

は
米
国
の
平
和
、
繁
栄
、
安
全
保
障
を
弱
体
化
さ
せ
る
危
険
性
が
あ

る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
中
国
の
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
お
よ
び

キ
リ
バ
ス
へ
の
急
速
な
接
近
に
対
応
す
る
戦
略
の
意
味
も
持
つ
。

米
国
・
太
平
洋
島
嶼
国
会
合
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
戦
略
に
合

わ
せ
、
八
億
一
〇
〇
〇
万
ド
ル
（
約
一
一
七
〇
億
円
）
の
援
助
を
表

明
し
て
い
る
。
会
合
終
了
後
、「
民
主
主
義
が
繁
栄
で
き
る
」
地
域

に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
す
る
こ
と
を
中
心
に
据
え
た
共
同
宣

言
を
発
表
し
た
。
会
合
前
、
こ
の
共
同
宣
言
に
は
、
対
中
関
係
の
悪

化
を
懸
念
し
て
署
名
し
な
い
と
意
向
を
示
し
て
い
た
ソ
ロ
モ
ン
諸
島

も
、
共
同
宣
言
で
は
直
接
的
に
中
国
に
言
及
し
な
い
こ
と
に
よ
り
宣
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言
を
支
持
す
る
こ
と
に
変
更
し
た
。
米
国
は
、
共
同
宣
言
の
発
表
に

よ
り
体
面
を
保
つ
こ
と
が
で
き
た
が
、
反
面
、
太
平
洋
島
嶼
国
が
中

国
を
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
を
再
認
識
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

５
．
太
平
洋
島
嶼
国
に
対
す
る
日
本
の
協
力

日
本
に
と
っ
て
太
平
洋
島
嶼
国
は
特
別
な
国
家
群
と
言
え
る
。
そ

の
多
く
の
島
々
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
時
ま
で
日
本
の
管
轄
下
に
置

か
れ
、
日
本
の
協
力
に
よ
り
社
会
基
盤
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
終
戦

後
、
連
合
国
の
統
治
下
に
置
か
れ
た
後
、
独
立
し
た
国
々
が
多
い
。

ま
た
、
親
日
の
国
が
多
く
、
安
定
し
た
外
交
関
係
を
持
つ
国
が
多
い
。

５
―
1
．
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
（
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
）

日
本
は
、
一
九
九
七
年
以
来
、
島
嶼
国
へ
の
支
援
及
び
関
係
強
化

の
た
め
「
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催
し
て
い
るⅳ

。
二
〇
二
一

年
七
月
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
た
め
テ
レ
ビ
会
議
方

式
に
よ
り
、
第
九
回
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
を
日
本
の
菅
義
偉
総
理

大
臣
（
当
時
）
と
ツ
バ
ル
の
ナ
タ
ノ
首
相
の
共
同
議
長
に
よ
り
開
催

し
た
。
参
加
国
は
、
日
本
、
島
嶼
国
十
四
（
ツ
バ
ル
、
ク
ッ
ク
諸

島
、
フ
ィ
ジ
ー
、
キ
リ
バ
ス
、
マ
ー
シ
ャ
ル
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
、
ナ

ウ
ル
、
ニ
ウ
エ
、
パ
ラ
オ
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
サ
モ
ア
、
ソ

ロ
モ
ン
、
ト
ン
ガ
、
バ
ヌ
ア
ツ
）
及
び
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
と
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
と
仏
領
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
二
地
域

で
あ
っ
た
。

こ
の
会
議
に
お
い
て
は
、「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」

構
想
に
基
づ
き
、
日
本
と
Ｐ
Ｉ
Ｆ
島
嶼
国
と
の
間
の
協
力
を
更
に
強

化
す
る
「
太
平
洋
の
キ
ズ
ナ
政
策
」
が
日
本
か
ら
提
示
さ
れ
、
参
加

国
首
脳
が
歓
迎
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

具
体
的
な
施
策
と
し
て
は
、

⑴ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応

・ 

島
嶼
国
に
対
し
、
合
計
三
百
万
回
分
の
ワ
ク
チ
ン
を
供
与
す
る

こ
と
を
表
明

⑵ 

法
の
支
配
に
基
づ
く
持
続
可
能
な
海
洋

・ 

法
の
支
配
に
基
づ
く
自
由
で
、
開
か
れ
た
、
持
続
可
能
な
海
洋

秩
序
の
重
要
性
、
海
洋
及
び
海
洋
資
源
の
持
続
可
能
な
管
理
、

利
用
及
び
保
全
に
対
す
る
合
意

⑶ 
気
候
変
動
・
防
災

・ 

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
、
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
の
削
減
等
に
向
け
た
挑
戦
の
継
続
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⑷ 
持
続
可
能
で
強
靭
な
経
済
発
展
の
基
盤
強
化

・ 
デ
ジ
タ
ル
及
び
物
理
的
な
連
結
性
を
含
む
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ

開
発
、
貿
易
・
投
資
及
び
観
光
の
促
進
、
地
場
産
業
の
育
成
並

び
に
財
政
の
強
靭
化
に
お
け
る
協
力

⑸ 

人
的
交
流
・
人
材
育
成

大
き
く
分
け
て
、
以
上
の
五
点
が
日
本
か
ら
Ｐ
Ｉ
Ｆ
島
嶼
国
へ
の

包
括
的
な
協
力
案
の
提
示
と
し
て
行
わ
れ
た
。

特
に
注
意
を
引
く
の
は
、
⑵
で
あ
る
。
こ
の
文
面
に
お
け
る
「
法

の
支
配
」
の
法
と
は
、「
海
洋
法
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
」（
国
連

海
洋
法
条
約
・
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
）
を
主
な
対
象
と
し
て
い
る
。
Ｐ
Ｉ

Ｆ
島
嶼
国
に
と
っ
て
海
洋
秩
序
の
維
持
は
極
め
て
重
要
な
問
題
で
あ

る
。
Ｐ
Ｉ
Ｆ
島
嶼
国
が
個
々
に
持
つ
防
衛
力
は
未
だ
脆
弱
で
あ
り
、

大
国
に
対
抗
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
通
常
国
際
法
と
さ
れ
る
国
際

条
約
が
機
能
し
な
け
れ
ば
、
国
家
、
国
民
生
活
の
安
全
は
守
ら
れ
な

い
の
で
あ
る
。
第
九
回
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
で
の
合
意
事
項
は
、

南
シ
ナ
海
に
お
い
て
法
の
支
配
が
及
ば
ず
、
不
当
な
海
洋
支
配
が
行

わ
れ
、
海
洋
秩
序
が
乱
れ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
て
支
持
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
中
国
に
よ
る
南
シ
ナ
海
に
お
け
る
九
段
線
に
よ
る
海
域

支
配
、
人
工
島
の
建
設
が
念
頭
に
あ
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
、
南
シ
ナ

海
に
お
け
る
中
国
の
海
洋
支
配
策
に
不
当
性
を
常
設
仲
裁
裁
判
所
に

提
訴
し
、
二
〇
一
六
年
に
中
国
の
不
当
性
を
認
定
す
る
裁
定
が
出
た

こ
と
に
対
し
、
中
国
が
裁
定
の
受
け
入
れ
を
拒
否
し
た
こ
と
を
危
惧

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
二
〇
一
六
年
に
発
せ
ら
れ
た
仲
裁
裁
判
所
の

裁
定
に
対
し
、
中
国
が
意
を
唱
え
従
っ
て
い
な
い
こ
と
は
、
大
国
の

我
執
に
対
し
て
は
、
国
際
法
、
国
際
機
関
は
機
能
し
な
い
こ
と
に
な

る
。
日
本
は
、
Ｐ
Ｉ
Ｆ
島
嶼
国
と
と
も
に
海
洋
秩
序
を
脅
か
す
行
為

に
対
し
協
力
し
て
対
処
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
合
意
を
得
た
の
で
あ

る
。Ｐ

Ｉ
Ｆ
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
日
本
が
協
力

し
、
米
国
と
イ
ン
ド
と
連
携
し
た
ク
ワ
ッ
ド
の
枠
組
み
も
活
用
し
、

太
平
洋
島
嶼
国
周
辺
海
域
お
よ
び
ア
ジ
ア
海
域
の
安
全
保
障
施
策
を

実
施
す
る
こ
と
は
、
島
嶼
国
の
安
定
、
そ
し
て
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
に
な
る
。

ま
た
、
⑶
気
候
変
動
・
防
災
に
関
す
る
日
本
の
支
援
は
、
島
嶼
国

に
と
っ
て
最
も
期
待
す
る
分
野
で
あ
ろ
う
。

５
―
２
．
貿
易
を
通
じ
た
支
援

太
平
洋
島
嶼
国
の
多
く
は
、
国
土
も
狭
く
、
人
口
も
少
な
い
こ
と

か
ら
経
済
の
規
模
も
小
さ
く
、
貿
易
も
限
ら
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い

る
。
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パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
よ
う
に
地
下
資
源
を
持
つ
国
以
外
は
、

現
実
的
に
貿
易
に
よ
っ
て
利
潤
を
追
求
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
む
し

ろ
、
貿
易
を
通
じ
て
太
平
洋
島
嶼
国
の
産
業
を
育
成
し
、
援
助
に
依

存
す
る
こ
と
の
な
い
健
全
な
経
済
社
会
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
目
的

と
な
る
。
規
模
は
小
さ
い
が
、
島
嶼
国
の
人
々
の
生
活
を
支
え
る
こ

と
が
で
き
る
貿
易
商
品
の
開
発
を
支
援
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

国
家
レ
ベ
ル
と
い
う
よ
り
は
、
日
本
の
中
堅
企
業
の
進
出
が
望
ま
れ

る
。マ

ー
シ
ャ
ル
諸
島＊

の
貿
易
高
が
、
他
の
島
嶼
国
よ
り
格
段
に
多
い

の
は
、
同
国
が
便
宜
置
籍
船
を
持
つ
世
界
第
三
位
の
商
船
保
有
国
で

あ
る
か
ら
だ
。
世
界
の
船
会
社
は
、
税
金
や
制
度
的
簡
易
性
に
優
位

性
を
持
つ
理
由
か
ら
、
船
籍
を
置
く
便
宜
置
籍
船
を
多
く
持
つ
。
そ

の
た
め
に
、
主
要
造
船
国
で
あ
る
韓
国
、
中
国
、
日
本
か
ら
、
船
舶

や
舶
用
品
を
輸
入
す
る
た
め
、
貿
易
量
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
実
態
と
し
て
は
、
同
国
の
経
済
社
会
を
育
成
す
る
こ
と
に
つ
な

が
る
こ
と
は
少
な
い
。

５
―
３
．
漁
業
を
通
じ
た
支
援

太
平
洋
島
嶼
国
を
、
中
国
に
よ
る
「
債
務
の
罠
」
か
ら
守
る
た
め

に
も
、
日
本
と
島
嶼
国
の
経
済
関
係
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ

表２．主要国の太平洋島嶼国・地域との貿易額（2017 年）
（単位：百万米ドル）

中国 韓国 豪州 日本 フランス 米国 台湾 ニュージ
ーランド

パラオ 18 10 2 50 0 20 22 1
ミクロネシア 38 52 3 34 １ 46 31 3
マーシャル諸島＊ 3,103 6,894 3 1,337 4 610 131 4
ナウル 1 5 38 7 0 2 0 4
キリバス 17 15 19 22 0 9 ３ 12
パプアニューギニア 2,839 237 3,888 2,617 73 227 923 140
ソロモン諸島 657 31 101 21 １ 13 20 33
バヌアツ 81 16 59 101 8 13 3 33
フィジー 386 217 460 115 13 288 57 394
ツバル 18 5 3 21 0 1 0 3
トンガ 29 4 13 9 3 20 5 52
サモア 66 32 39 14 3 43 2 83
ニウエ 0 0 0 8 ０ ０ ０ 13
クック諸島 13 ２ ７ 21 ２ ９ ０ 82
仏領ポリネシア 65 118 41 113 669 169 ８ 126
ニューカレドニア 866 379 326 199 902 124 149 103

合計 8,197 8,017 5,002 4,689 1,679 1,594 1,354 1,086
藤森浩樹氏資料より作成
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の
た
め
に
は
、
小
規
模
で
あ
っ
て
も
、
農
産
品
あ
る
い
は
水
産
品
お

よ
び
、
加
工
品
の
貿
易
取
引
を
通
じ
、
経
済
を
活
性
化
し
、
さ
ら
に

は
、
六
次
産
業
を
育
成
す
る
支
援
を
行
う
こ
と
が
有
効
で
あ
ろ
う
。

太
平
洋
島
嶼
国
は
、広
大
な
領
海
及
び
排
他
的
経
済
水
域
を
持
つ
。

こ
の
海
域
で
は
、
多
く
の
カ
ツ
オ
や
マ
グ
ロ
な
ど
の
回
遊
魚
が
通
過

し
、
優
良
な
漁
場
と
な
っ
て
い
る
。
近
年
、
世
界
の
マ
グ
ロ
類
漁
獲

量
の
半
分
以
上
は
、
中
西
部
太
平
洋
地
域
で
捕
獲
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
海
域
に
あ
る
パ
ラ
オ
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
、
パ

プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
キ
リ
バ
ス
、
ナ
ウ
ル
、
ツ
バ
ル
、
ソ
ロ
モ
ン

諸
島
の
八
カ
国
は
、
Ｐ
Ｎ
Ａ
協
定ⅴ

を
結
び
、
こ
の
海
域
に
入
り
漁
業

を
行
う
巻
き
網
船
に
対
し
、
入
漁
料
に
相
当
す
る
金
額
を
徴
収
す
る

Ｖ
Ｄ
Ｓ
制
度ⅵ

を
適
用
し
て
い
る
。こ
の
海
域
に
出
漁
し
て
い
る
国
は
、

日
本
を
は
じ
め
、米
国
、中
国
、韓
国
、台
湾
な
ど
で
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
海
域
も
含
め
、
二
〇
一
九
年
に
は
、
約
三
百
万
ト
ン
、

約
六
千
四
百
億
円
相
当
の
漁
獲
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
るⅶ

。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
魚
類
は
、
太
平
洋
島
嶼
国
に
水
揚
げ
さ
れ
る

こ
と
は
極
め
て
少
な
く
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
か
日
本
へ
持
ち
込
ま
れ

る
。
現
在
、
水
産
品
の
加
工
を
産
業
に
で
き
る
島
嶼
国
は
、
十
分
な

国
土
と
水
資
源
を
持
つ
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
フ
ィ
ジ
ー
、
ソ
ロ

モ
ン
諸
島
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

二
〇
一
六
年
、
パ
ラ
オ
は
、
マ
グ
ロ
延
縄
漁
船
と
カ
ツ
オ
釣
り
漁

船
に
Ｖ
Ｄ
Ｓ
制
度
を
導
入
し
、
日
本
の
漁
船
団
に
影
響
を
与
え
た
。

日
本
と
し
て
は
、太
平
洋
の
漁
場
を
保
護
し
漁
獲
資
源
を
守
り
つ
つ
、

適
正
な
漁
業
を
実
施
す
る
た
め
に
、
さ
ら
に
漁
業
制
度
に
対
す
る
支

援
の
み
な
ら
ず
、
養
殖
漁
業
を
中
核
と
し
た
漁
業
振
興
策
の
支
援
を

行
う
必
要
が
あ
る
。

水
産
業
に
関
係
し
た
経
済
支
援
は
、
太
平
洋
島
嶼
国
の
発
展
に
お

い
て
重
要
で
あ
り
、
日
本
と
太
平
洋
島
嶼
国
の
良
好
な
関
係
を
維
持

す
る
た
め
に
有
効
で
あ
る
。
そ
の
延
長
線
上
に
は
、
海
洋
環
境
保
全

に
対
す
る
技
術
協
力
が
あ
る
。
ま
た
、
日
本
の
漁
船
団
に
対
し
て
、

こ
の
海
域
に
お
け
る
法
と
秩
序
を
守
っ
た
漁
業
を
指
導
し
て
行
く
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

５
―
４
．
太
平
洋
島
嶼
国
の
海
上
保
安
体
制
へ
の
協
力

太
平
洋
島
嶼
国
に
対
す
る
海
上
保
安
体
制
の
支
援
は
、
日
本
財
団

を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
き
た
。
日
本
財
団
は
、
二
〇
一
五
年
よ
り
、

日
本
、
米
国
、
豪
州
の
政
府
、
笹
川
平
和
財
団
、
日
本
海
難
防
止
協

会
と
と
も
に
、
パ
ラ
オ
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
の
ミ

ク
ロ
ネ
シ
ア
三
国
に
対
し
、
海
上
保
安
機
能
の
強
化
の
た
め
の
支
援

を
行
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
こ
の
海
域
の
航
行
安
全
守
り
不
法
漁
業
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の
取
り
締
ま
り
等
を
行
う
た
め
に
、
パ
ラ
オ
政
府
に
対
し
て
新
造
の

四
十
ｍ
級
巡
視
船
と
そ
の
係
留
施
設
、
パ
ラ
オ
海
上
法
令
執
行
部
の

新
庁
舎
の
建
設
を
支
援
し
た
。
二
〇
一
八
年
二
月
、
こ
の
巡
視
船
が

完
成
し
パ
ラ
オ
政
府
に
引
き
渡
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
船
は
「
Ｋ
Ｅ
Ｄ

Ａ
Ｍ
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
二
〇
一
八
年
以
来
、
海

上
保
安
庁
は
、
日
本
財
団
の
支
援
を
受
け
、
パ
ラ
オ
共
和
国
の
海
上

保
安
機
関
に
対
し
、「
海
上
保
安
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
を
派
遣
す
る
と

と
も
に
、
二
〇
一
九
年
に
は
、
外
国
海
上
保
安
機
関
に
対
す
る
海

上
保
安
能
力
向
上
支
援
の
専
門
部
門
「
海
上
保
安
庁
モ
バ
イ
ル
コ

ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
チ
ー
ム
」（
Ｍ
Ｃ
Ｔ
）
を
パ
ラ
オ
共
和
国
に
派
遣

し
て
同
国
の
海
上
保
安
当
局
職
員
の
能
力
向
上
を
支
援
し
て
い
るⅷ

。

二
〇
二
二
年
五
月
、
再
び
パ
ラ
オ
に
対
し
Ｍ
Ｃ
Ｔ
を
派
遣
し
た
。
ま

た
、
同
年
六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
、
パ
ラ
オ
に
寄
贈
し
た
巡
視
船

Ｋ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｍ
が
定
期
修
理
の
た
め
鹿
児
島
の
来
航
し
た
機
会
を
用
い

て
、
同
船
の
乗
組
員
十
三
名
に
対
し
、
海
上
保
安
庁
の
訓
練
視
察
や

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
搬
送
対
応
の
研
修
を
行
っ
た
。

こ
れ
ら
の
支
援
活
動
は
、「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」
の

実
現
に
向
け
た
協
力
の
一
貫
で
あ
る
。

ま
た
、
同
年
二
月
に
は
、
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
９
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
太
平
洋
島
嶼
国
若
手
行
政
官
十
一
名
（
ク
ッ
ク

諸
島
、
サ
モ
ア
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
ツ
バ
ル
、
ナ
ウ
ル
、
バ
ヌ
ア
ツ
、

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
パ
ラ
オ
、
フ
ィ
ジ
ー
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
、

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
か
ら
各
一
名
）
を
招
聘
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
し
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
日
本
に
よ
る
開
発

協
力
や
防
衛
協
力
、
海
上
法
執
行
能
力
支
援
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
支
援
活
動
は
、い
ず
れ
も
大
規
模
な
も
の
で
は
な
い
が
、

各
国
に
日
本
型
の
海
上
保
安
制
度
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
法

と
秩
序
に
よ
る
西
太
平
洋
海
域
の
安
全
確
保
に
貢
献
す
る
と
考
え
ら

れ
る
。同
様
な
前
例
と
し
て
海
賊
対
策
に
お
け
る
国
際
協
力
が
あ
り
、

日
本
が
中
心
と
な
り
ア
ジ
ア
地
域
の
海
上
保
安
体
制
の
協
力
関
係
が

築
か
れ
、「
海
賊
対
策
地
域
協
力
協
定
」
の
締
結
に
ま
で
結
び
付
け

た
実
績
が
あ
る
。
日
本
が
中
心
と
な
り
、
太
平
洋
島
嶼
国
が
協
力
し

た
海
上
保
安
体
制
を
組
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
中
国
の
圧
力
に
動
じ

な
い
「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」
を
実
現
し
、
ア
ジ
ア
海

域
の
平
和
を
維
持
す
る
こ
と
に
結
び
つ
く
こ
と
に
な
る
。

5
―
５
．
太
平
洋
島
嶼
国
へ
の
防
衛
協
力

日
本
の
現
行
憲
法
下
で
の
太
平
洋
島
嶼
国
へ
の
防
衛
協
力
に
は
、

厳
し
い
制
限
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
他
島
嶼
国
は
太
平
洋
海
域
の

安
全
保
障
に
お
い
て
、
日
本
の
役
割
に
期
待
す
る
声
は
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｍ
9
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の
際
に
も
多
く
聞
こ
え
て
い
る
。
そ
の
要
望
に
呼
応
し
、
二
〇
二
一

年
九
月
、
岸
信
夫
防
衛
大
臣
の
も
と
、
日
本
・
太
平
洋
島
嶼
国
国
防

大
臣
会
合
（
Ｊ
Ｐ
Ｉ
Ｄ
Ｄⅸ

）
が
、テ
レ
ビ
会
議
形
式
で
開
催
さ
れ
た
。

太
平
洋
島
嶼
国
の
中
で
軍
隊
を
持
つ
フ
ィ
ジ
ー
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
、
ト
ン
ガ
か
ら
は
、
国
防
を
担
当
す
る
大
臣
が
参
加
し
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
ク
ッ
ク
諸
島
、
フ
ラ
ン
ス
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ

ア
連
邦
、
キ
リ
バ
ス
共
和
国
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
、
ナ
ウ
ル
共
和
国
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ニ
ウ
エ
、
パ
ラ
オ
共
和
国
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、

ツ
バ
ル
、
英
国
、
米
国
、
バ
ヌ
ア
ツ
か
ら
代
表
者
が
参
加
し
た
。
こ

の
会
議
の
中
心
に
は
、「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」
の
発

想
が
根
幹
に
あ
り
、
海
洋
安
全
保
障
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
、
気
候
変

動
と
人
道
支
援
、
災
害
救
助
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、

共
同
声
明
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
共
同
声
明
の
中
で
、
日
本
は
、「
太

平
洋
の
キ
ズ
ナ
政
策
」
と
銘
打
ち
、
自
衛
隊
の
艦
隊
や
航
空
機
に
よ

る
訪
問
、
海
洋
安
全
保
障
分
野
や
災
害
救
援
を
は
じ
め
と
す
る
分
野

で
の
人
材
育
成
な
ど
で
協
力
す
る
こ
と
で
、
防
衛
当
局
間
の
協
力
体

制
を
構
築
し
て
行
く
こ
と
を
表
明
し
、
参
加
国
に
歓
迎
さ
れ
た
。
ま

た
、
航
行
及
び
上
空
飛
行
の
自
由
並
び
に
国
際
法
、
特
に
国
連
海
洋

法
条
約
に
従
っ
た
紛
争
の
平
和
的
解
決
の
重
要
性
を
強
調
す
る
こ
と

で
、
国
際
法
を
無
視
し
て
南
シ
ナ
海
支
配
を
進
め
る
中
国
を
け
ん
制

す
る
と
と
も
に
、
ロ
シ
ア
の
戦
略
に
対
す
る
警
戒
を
感
じ
さ
せ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
当
該
海
域
の
切
実
な
問
題
で
あ
る
違
法
・
無
報
告
、

無
規
制
漁
業
へ
の
対
策
や
海
上
法
執
行
の
強
化
を
進
め
る
必
要
を
強

調
し
、
海
洋
安
全
保
障
分
野
で
の
日
本
の
協
力
の
意
思
を
示
し
た
。

６
．
終
わ
り
に

自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
の
構
想
の
下
で
、
ア
ジ
ア
の
安

定
と
平
和
を
模
索
す
る
上
で
、
太
平
洋
島
嶼
国
の
安
定
は
、
極
め
て

重
要
で
あ
る
。
今
ま
で
、
当
該
海
域
の
安
全
保
障
は
、
豪
州
と
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
頼
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。
し
か
し
、
中
国
の

海
洋
進
出
が
進
む
中
で
、
広
大
な
当
該
海
域
の
安
全
、
安
定
に
限
り

が
見
え
始
め
て
い
る
。
日
本
は
、
Ｑ
ｕ
ａ
ｄ
の
枠
組
み
の
中
で
、
豪

州
と
の
関
係
を
更
に
強
化
し
て
い
る
。
豪
州
か
ら
は
、
日
本
の
使
う

液
化
天
然
ガ
ス
の
四
割
近
く
を
提
供
さ
れ
、
鉄
鉱
石
や
食
料
の
供
給

も
含
め
、
極
め
て
重
要
な
国
に
な
っ
て
い
る
。
豪
州
と
日
本
を
結
ぶ

航
路
の
中
に
、
太
平
洋
島
嶼
国
海
域
も
含
ま
れ
る
。
太
平
洋
島
嶼
国

の
安
定
は
、
日
本
人
の
生
活
に
密
接
な
か
か
わ
り
を
持
つ
の
だ
。

太
平
洋
島
嶼
国
は
、
気
候
変
動
に
よ
る
海
水
面
の
上
昇
に
よ
り
、

主
権
国
家
の
要
件
で
あ
る
「
領
土
」
を
失
う
危
険
性
も
出
て
い
る
。
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島
嶼
国
が
国
家
と
し
て
基
盤
を
維
持
し
、
自
由
主
義
の
社
会
を
維
持

す
る
た
め
に
、
海
洋
国
家
日
本
は
、
知
見
、
技
術
を
惜
し
み
な
く

提
供
し
協
力
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
国
際
連
合
の
中
に
お
い
て
、

十
四
カ
国
が
一
体
と
な
り
得
る
太
平
洋
島
嶼
国
の
位
置
づ
け
は
極
め

て
重
要
で
あ
る
。
日
本
の
目
指
す
国
連
改
革
に
は
、島
嶼
国
の
同
調
、

協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
も
、
日
本
の
島
嶼
国
の
安
全

保
障
や
環
境
保
全
等
へ
の
協
力
は
、
国
際
社
会
の
安
定
に
寄
与
す
る

こ
と
に
つ
な
が
る
。

日
本
は
海
洋
国
家
と
し
て
、太
平
洋
島
嶼
国
と
同
じ
視
点
に
立
ち
、

島
嶼
国
に
対
す
る
多
角
的
な
支
援
体
制
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
広

大
な
海
域
を
持
つ
太
平
洋
島
嶼
国
は
、
日
本
の
生
命
線
で
も
あ
る
の

だ
。
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